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情報リテラシーで始めるシルバーエイジの新しい株式投資

An Introduction to a New Stock Investment of the Silver-age 
by Using Information Literacy

川本　勝
KAWAMOTO, Masaru

尚美学園大学総合政策研究紀要　第34号　論文

［要訳］
前回（川本勝2018b）と同じ条件で、東京証券取引所が公表している2011年度から2015

年度までのTOPIX Core30中の銘柄30社について、株式売買のシミュレーションを行った。
その結果、平均的には年度毎に109万円ほど投資すれば、シルバーエイジの生活費と年

金の差額（月額約4万円）を賄うことができることが解った。

キーワード
株式投資のシミュレーション、株式投資の難平買い、情報リテラシー、 

トピックス・コア30　シルバーエイジ

［Abstract］
A stock trading simulation was conducted for 30 companies in TOPIX Core30 from FY2011 to 

FY2015 published by the Tokyo Stock Exchange under the same conditions as the previous survey 

（Kawamoto Masaru 2018b）.

As a result, it was found that, on average, if they invest about 1.09 million yen per year, they can 

cover the difference （approximately 40,000 yen per month） between the cost of living and the 

pension of Silver Age.

Keywords:

Simulation of Stock Investment, Average Down of Stock Investment,

Information Literacy, TOPIX Core30, Silver-age

序　　論
ファイナンシャル・プランナーの平田浩章（2013）が生活情報サイト「All About」上で

「現役を退いた60歳代と70歳代の人達にとっては、その後の生活を維持するためには月々
27万円程度の収入が必要であるが、一方、厚生労働省年金局（2013）のモデル世帯におけ
る夫婦二人の平成25年の年金支給額は月額23万940円であるので、年金だけでは賄えない。」
と指摘したことが直接の動機になって始めた「株式投資の専門知識に乏しい株式投資の素
人が、現役時代に職場の業務で習得したインターネットやExcel＊などの僅かばかりな情報

（注＊）Excelは、Microsoft社の表計算ソフトの事で、ExcelはMicrosoft社の登録商標である。
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リテラシーだけを用いて、株式投資で利益を捻出する術策を求める」という、この研究
も、尚美学園大学の総合政策研究紀要に採録された論文は既に8編（川本勝2014、2015、
2016a、2016b、2017a、2017b、2018a、2018b）になった。

その結果として、東京証券取引所（2014）が公表している「2013年の株価データ」の中
から「TOPIX　Core30」（東京証券取引所2013）の銘柄の内で特に問題の無かった28社分
に着目して調査した限定的な結果ではあるが、

　 「任意の株銘柄に着目して、その株価変動の極小時に株を購入し、極大時に株を売却
するという単純な手法を用いれば、年間60回程度の売買を繰り返すだけで投資した原
資の2倍程度の利益を得る事が出来る可能性がある」（川本勝2014）

などの結果を得た。
更に、同じ上記のデータを用いたExcel＊上での株式売買シミュレーションからは、
①「値下がり時に株を購入し、値上がり時に株を売却する」（川本勝2016b）
②「株は買値以下では売らない」（川本勝2017a）
③「手持ち資金は初値の4倍」（川本勝2018b）
④「株価＜前回の買値、かつ、株価≦資金であれば、株を買い増す」（川本勝2018a）
⑤ 「買った後に売る➡売った後に買う」というサイクルを繰り返すという暗黙の条件は

削除する（川本勝2018b）
の条件を付けて売買すれば、

　 「この2013年のTOPIX　Core30についての投資利回りの理想値『投資した原資の2倍
程度の利益』（川本勝2014）に対する成功率でみれば、平均的には17～46％程度、最
大でも76.8％、即ち、平均で投資した原資の30～90％程度、最大でも投資した原資の
1.5倍程度の利益が稼げることが解ったが、売回数でみれば｛（値下がり初日に買い）
x（値上がり初日に売る）｝という条件で株を売買することが最も効果的である。」（川
本勝2018b）

という結果を得た。

しかし、現役を退いた60歳代と70歳代の、所謂、「シルバーエイジ（Silver-age）」（小学
館2019）の人達が、その生活を維持するためには、株式投資で継続的に利益を捻出し続け
る必要がある。

そこで、今回は、TOPIX　Core30に関する2011年度から2015年度までの間の5年分のデ
ータを用いて、同様の結果が得られるか調査した。以下は、その詳細な報告である。

なお、この論文中に掲載されている図表の全ては、筆者が独自に作成したものである。

1．調査内容
今回の調査は、TOPIX　Core30に関する2011年度から2015年度までの間の5年分の株価

データについて、今までと同じ方法と条件でExcel＊を用いた株式売買のシミュレーション
を行い、同様の結果が得られるかどうかを検証することである。

2．調査対象
上記の調査内容から、今回は、東京証券取引所が公表しているTOPIX　Core30の株価デ
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ータの中から、2011年から2015年の間のデータを調査対象とする。なお、この論文では、
k-db.com（2016）を介してダウンロードしたTOPIX　Core30の株価データを使用する。

3．調査方法
今回の調査でも、今まで（川本勝2014、2015、2016a、2016b、2017a、2017b、2018a、

2018b）と同様、株式投資の素人が前提の研究であるから、筆者が使える道具はインター
ネットのブラウザとExcel＊のみとし、特に、株式投資で専門家が使用する株式売買のシミ
ュレーションソフトなどは一切使用しない。

今回の調査でも、前回（川本勝2018b）と同じく、表1に記載された各企業銘柄につい
て、全く同じ株式売買のシミュレーションをExcel＊上で行う（図1）。

ここで、「序論」に記したように、Excel＊上で行う株式売買シミュレーション（図1）
には、

①（値下がり初日に買い）かつ（値上がり初日に売る）
②株は買値以下では売らない
③手持ち資金は初値の4倍

表1　調査対象銘柄一覧表

（註） 表中の○印はデータあり、X印はデータの欠落、分割は期中に株式分割、統合は期中に株式統
合、を表す。

　 　この表は著者が作成した。
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④株価＜前回の買値、かつ、株価≦資金であれば、株を買い増す
⑤ 「買った後に売る→売った後に買う」というサイクルを繰り返すという暗黙の条件は

削除する
の条件を付けて実施する。

その結果、例えば、図1の（a）では、2013/4/19に株価が前日より1本当たり70円値上が
りして5210円になるので、それまでに買い込んでいた買値が5210円より安かった3本を売
って合計130円の利益を出し、資金残高は16525円になる。その後、（b）で、株価が値下が
りに転じ、前日より80円安い5420円になるので1本買い込んで、資金残高は11105円にな
る、というような株式売買のシミュレーションが同年度の営業最終日までExcel＊上で繰り
返される。

図 1　Excelを用いた株式投資のシミュレーション
（註）この図は、著者が作成した
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4．調査結果
東京証券取引所が公表しているTOPIX　Core30のデータの中から、今回の調査対象とし

た2011年から2015年の間の株価データをk-db.com（2016）を介してダウンロードした結果、
Excel＊上で行う株式売買シミュレーション（図1）用に準備できた株価データは、表1の
ようになった。

ただし、表1中の○印はデータあり、X印はデータの欠落、分割は期中に株式分割があ
ったこと、統合は期中に株式統合があったこと等を表す。なお、この表1は、著者が作成
した。

特に、
①株価データが欠落していたものについては、株式売買シミュレーションが出来ない
②株式分割や株式統合があったものについては、分析結果に著しいバイアスを掛ける

などの理由から、今回の調査分析からは除外した。

4.1　この論文中で使用される各種パラメータの定義と説明
この論文中で使用される各種パラメータについて、その定義ないし説明を、以下に行う。
先ず、表1中の見出欄について、
①No：著者が任意に付けたTOPIX　Core30の通し番号
②証券コード：東京証券取引所に上場している企業に付与されているコード
③銘柄名：東京証券取引所に上場している企業の短縮形にした、所謂、通り名
④ 企業名：東京証券取引所に上場している企業の名称で、株式会社という表記は省略し

ている
⑤年度：各年度の期間は、1月1日から12月31日である

次に、図1中の見出欄について、
①  Excel＊上のA列1行目のセルに入力されているデータ（例えば、図1中の「4502-T」）：

該当する上場企業の証券コードを表し、特に末尾の「T」は東京証券取引所を表す
（図1中の「4502-T」は、詰まり、東京証券取引所での株価、という意味）

② 日足（ひあし）：株価の変動を1日単位で表したものをいう。日足では、その日の始
値（はじめね）、高値（たかね）、安値（やすね）、終値（おわりね）で、その日の株
価の変動を表す

③出来高：取引が成立した株式数
④売買代金：株価x出来高で求まる株式市場における取引の売買代金
⑤差分：著者が株価データの終値から算出した当日と前日の終値の差額
⑥ 値下（買い）：株を買うタイミングを検出する欄。ここで「1日」とは、「値下がり1

日目で買う」というシミュレーションの条件を表している。条件が成立したセルには
「1」の値を入力し、その日の該当する終値の株価データを参照して買値（かいね）
のセルに入力する。

⑦ 値上（売り）：株を売るタイミングを検出する欄。ここで「1日」とは、「値上がり1

日目で売る」というシミュレーションの条件を表している。条件が成立したセルには
「1」の値を入力し、その日の該当する終値の株価データを参照して売値（うりね）
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のセルに入力する。
⑧ 売買益（ばいばいえき）：「値上（売り）1日」の欄に1以上の値が立てば株が売られ

たことを意味する（数字そのものが売られた本数を意味する）ので、売られた株それ
ぞれの売値と買値の差額が売買益として算出され合計されて入力される。

⑨ 資金残高：このシミュレーションで使うことが出来る投資資金の手持ち残高を表す。
資金残高が¥0になれば株を買うことは出来ない。

⑩ 買時（かいどき）：「値下（買い）」の欄で株を買うタイミングの条件を満たした事を
表す欄。特に、この欄中に「＊」印が立てば買えることを意味するが、「－（マイナ
ス）値」が立てば資金不足を意味する。資金不足では買えない。

⑪ 買値（買値）：このシミュレーションで株を買った時の買値
⑫ 売時（うりどき）：「値上（売り）」の欄で株を売るタイミングの条件を満たした事を

表す欄。特に、この欄中に「＊」印が立てば売れることを意味するが、「－（マイナ
ス）値」が立てば買値より安い売値を意味し、売ることは出来ない。

一方、この論文中で筆者がいう成功率（Success rate）；Sとは、売買利益の成功率のこと
で、銘柄各社のデータが相互に直接比較できるように、下記の如く筆者が独自に定義した
無次元量のことである。

成功率S＝売買益R／理想的最高値R0
また、ここで、理想的最高値R0とは、銘柄各社それぞれの当該年度のHistoricalな売買

益の理想的な最高値のことである。この値は、数学的には、各銘柄の当該年度の各営業日
の終値の差分について、正の値を合計したもので求められる。

同じく、売買益Rとは、売買のタイミングに関して｛（値下がり初日に買い）かつ（値
上がり初日に売る）｝という条件を設定して、銘柄各社についてそれぞれ株式売買のシミ
ュレーションを行って得られた売買益のことである。

なお、ここでいう売買益（ないし売買利益）とは、
売買益＝売却時の株価の終値－購入時の株価の終値

と、定義する。

4.2　シミュレーションの結果
今回の調査で得られたシミュレーションの結果をまとめた表が、表2-1から表2-5である。
各表は2011年から2015年まで、それぞれ各年度別にまとめられている。
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4.3　シミュレーション結果の集計表と分析グラフ
次に、表2を集計した表が、表3である。ここで、各営業日の終値で集計した基本統計

量は、「4.1　この論文中で使用される各種パラメータの定義と説明」の節中にあった理想
的最高値R0に関する諸データである。その中でも特に、売回数と利益率は、｛値下がり時
に株を購入し、値上がり時に株を売却する｝という条件で株を売買する限り、これ以上の
値は無い最高値であると考えられる。

一方、シミュレーション結果の売買益成功率は、この利益率に対する成功率である。
更に、表3から各営業日の終値で集計した基本統計量の利益率とシミュレーション結果

の売買益成功率についてグラフ化したものが図2である。
図2は、所謂、箱ひげグラフである。特に、ここでは、通常の箱ひげグラフとは違い、

中心のボックス□ないし◇は、それぞれの平均値を表し、上方のヒゲの先端は誤差では無
く最大値、下方のヒゲの先端は誤差では無く最小値を、それぞれ表している。更に、ここ
で、□は各営業日の終値で集計した基本統計量の利益率を表し、◇はシミュレーション結
果の売買益成功率を表している。

一方、図2では、各営業日の終値で集計した基本統計量の利益率の平均値にフィッティ
ングした近似直線を線種…で表し、シミュレーション結果の売買益成功率に関するものを
線種 ----で表している。
それぞれの近似直線は、
各営業日の終値で集計した基本統計量の利益率が、y=0.0021x+1.8252　　R2=4E-05

シミュレーション結果の売買益成功率が、y=0.0195x+0.2436　　R2=0.1292

であった。ただし、ここにいうR2とは、相関係数のことである。

表3　シミュレーション結果の集計表

（註）この表は、著者が作成した
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5．考察
図2の結果から、
① 各営業日の終値で集計した基本統計量の利益率では、2013年度が他の年度に比べて大

きい
②シミュレーション結果の売買益成功率では、どの年度もほぼ同程度の値

であることが解った。
ただし、2013年度の各営業日の終値で集計した基本統計量の利益率の平均値が269.7％

で、以前のデータ「203.4％」（川本勝2015）と異なるのは、以前のデータでは利益率の算
出式を各営業日の終値から（利益合計）÷（株価の平均値）で算出していたところ、（利益
合計）÷（初値）に変更したからである。変更した原因は、投資の資金残高を初値の整数倍

（今回は4倍）で初期設定したからである。
一方、図2中のそれぞれの近似直線の相関係数の値が小さいことから、必ずしも有意な

結果であるとはいえないが、2011年度から2015年度の間について、
① 各営業日の終値で集計した基本統計量の利益率の平均値は、その近似直線のy切片の

値が1.8252であることから、約182％前後である
② シミュレーション結果の売買益成功率の平均値は、その近似直線の y 切片の値が

0.2436であることから、約24％前後である
③しかし、それぞれ、共に、最大値から最小値までの差は大きい

などのことが解った。
これらの結果から、182％ x 24％ = 43.68％ と求まるから、これは、100万円を投資すれ

ば、平均的には約44万円程度の利益が期待できることを意味している。従って、序論に記
した「シルバーエイジの生活費と年金の差額（月額約4万円）」を賄うためには、平均的

図2　シミュレーション結果のグラフ（利益率と売買成功率）
（註）この図は、著者が作成した
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には年度毎に109万円ほど投資すれば良いことになる。
ただし、表3ないし図2からも明らかなように、それぞれの最小値から最大値までの差

が大きいことから、この投資では、この平均的な利益が必ずしも保障されるわけでは無い
ことが明らかである。

このリスクを回避するためには、ポートフォリオを利用する方法もあるが、これは、今
後の研究課題である。

また、この、それぞれの最小値から最大値までの大きな差を更に圧縮する術を見つける
という観点もあるが、これも、今後の研究課題である。

結　論
以上の調査と考察から、

「TOPIX　Core30」（東京証券取引所2013）にリストアップされている銘柄30社について、
2011年度から2015年度までの毎営業日の終値を用いて、

①（値下がり初日に買い）かつ（値上がり初日に売る）
②株は買値以下では売らない
③手持ち資金は初値の4倍
④株価＜前回の買値、かつ、株価≦資金であれば、株を買い増す
⑤ 「買った後に売る→売った後に買う」というサイクルを繰り返すという暗黙の条件は

削除する
という条件設定で、前回（川本勝2018b）と同じ株式売買のシミュレーションを行ったと
ころ、

① シルバーエイジの生活費と年金の差額（月額約4万円）を賄うためには、平均的には
年度毎に109万円ほど投資すれば良い

②ただし、この投資では、この平均的な利益が必ずしも保障されるわけでは無い
という結果を得た。

なお、このリスクを回避するためには、ポートフォリオを利用する方法もあるが、これ
は、今後の研究課題である

一方、この、それぞれの最小値から最大値までの大きな差を更に圧縮する術を見つける
という観点もあるが、これも、今後の研究課題である。

ところで、今回の調査結果が、東京証券取引所に上場している全ての企業について、い
つでも同様に当てはまるかどうかは、別途、更なる検証が必要である。

なお、以上の結果は、筆者が既に発表している8本の論文（川本勝2014、2015、2016a、
2016b、2017a、2017b、2018a、2018b）で報告した結果とも特に矛盾はしていない。

調査結果の免責
TOPIX　Core30ついて、今回得られた株式売買のシミュレーションの結果は、あくまで、

東京証券取引所が公表している過去の株価データ（k-db.com 2016）について検証したもの
であり、それ以降の未来を予測したものでは無い。

勿論、東京証券取引所が公表しているTOPIX　Core30の株価データについて、この論文
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と同じ条件と同じ手法で再検証すれば、いつ・だれが・どこで行っても、同じ結果が得ら
れることは当然であるが、それをもって、一般に、いつ・だれが・どこで同じ手法を用い
て株式投資を行っても、同様に必ず利益が得られることを保証するものでは無い。

この論文の趣旨は、未来を予測するものでは無いからである。
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尚美学園大学教育支援センターメディアセンターのスタッフの皆様方には多
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